
 

 

 

 

 

 

農地・水保全管理支払交付金（向上活動支援交付金）では活動組織を対象に、国により報

告書等の書類の審査をするほか、必要に応じて「農地・水保全管理支払交付金（向上活動支

援交付金）の実施状況に関する現地調査等」が行われ、前年度の交付金の額の確定が行われ

ます。 

今年度島根県では、平成２４年度に向上活動支援交付金に取り組まれた組織の内１８市町

村、３８活動組織が現地調査の対象となっております。 

７月８日～１２日（前期日程）には、中国四国農政局の農地・水担当職員２名が来県さ

れ、１２市町、２２活動組織で現地調査及び会計経理に関する調査が実施されました。 

会計経理に関する調査では、 

提出された平成２４年度実績報告書に基づき 

 金銭出納簿と領収書の照合 

 通帳の確認 

 財産管理台帳の確認 

 証拠書類（活動記録、作業日報等）の確認 

 業者発注の場合の、見積書、契約書、請求書等の確認 

がありました。 

現地調査では、 

平成２４年度に補修・更新等を実施された全ての箇所で、工事が適切に行われているか、

実際に延長等を測って確認が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

８月２日～９日（後期日程）には、６市町村１６活動組織の現地調査が行われます。暑い

中での調査となりますが、該当の活動組織におかれましては、ご協力をよろしくお願いしま

す。 



 

 

 

私たち論
ろん

田
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環境保全組合は、平成１９年度から保全活動に取り

組み、構成員による共同活動を通じ論田地域の農地・農業用水等の

資源の保全管理や農村環境の保全を図ること、水路・農道等の施設

の長寿命化を図ることを目的として現在７年目を迎えています。 

構成員は農業者が主体で、農用地は田が約 3,000a、畑が約

400a、開水路は約 12km、農道は約 10km を対象に活動をして

います。 

 

 

 

 

主な活動は、全員参加による年３（４）回の用・排水路等施設の

清掃・草刈り、女性会・PTA 小中学校、船舶組合等による町内の

清掃・除草、女性会・耕作者による農地法面への植栽（カバープラ

ンツ）、水路・農道の補修（目地修繕、砂利の補充等）等です。 

特に、農地法面への植栽は活動当初から積極的に取り組み、活動

開始時は苗を購入して植栽しましたが、以降、自分たちで挿し芽で

ポット苗を作り植栽範囲を拡げていきました。また、カバープラン

ツの研修会参加や他の活動団体で実施している事例の視察へも出か

け勉強をしています。現在、ヒメイワダレソウを幅約 2ｍ×延長約

330ｍ、芝桜を幅約 2ｍ×延長約 100ｍ植栽しています。 

水路・農道の補修も定期的に行い、昨年度から始まった向上活動

では外部発注による補修や自主施工による水路の再布設を行いまし

た。自主施工では、構成員に土木作業・重機操作ができる人がお

り、その人の指導のもとで実施しています。 

活動は保全活動が主な目的ですが、それ以外にも構成員のコミュ

ニケーションの場づくりとしても考えており、たくさんの方での活

動や視察・研修参加を計画し、昨年末は町内会と合同で初めてそば

打ち・会食を行い子供達を含め楽しいひと時を過ごしました。そば

打ちは初心者がほとんどで、市内のそば打ち先生を招いて事前に勉

強会を行い実施し好評なそば打ち会となりました。 

引き続き、みんなで楽しく行える活動を計画していきたいと思っ

ています。 
  



 

 

 

 

 

 

７月１０日に神門地区農地と水と環境を守る会では、ソバが栽培

された後の田（５４．５a）でヒマワリの種まきが行われました。 

当日は、神戸川中学校の３年生、神戸川小学校の１年生、神戸川

幼稚園の園児及び保護者、活動組織から役員が参加し、総勢３５０

名での種まきとなりました。 

作業は毎年恒例となっており、７月の中頃には中学生の企画（図

案）によりヒマワリの迷路が作られ、９月には約１万本のヒマワリ

が咲きそろいます。（ヒマワリ畑は神戸川小学校南側。9/3 にヒマ

ワリ花見会を開催） 

藤原事務局長  

農地・水の活動として、小中学校、幼稚園の協力で「ヒマワリ

の植栽」が地域に定着してきています。子供たちも楽しみにして

いて「今年はあるの？」と聞いてきたりします。地域の皆さんも

ヒマワリが咲くのを楽しみにしていてくださいます。この活動を

通じて、中学生には、企画（図案）から実践までの体験、幼稚園

児、小学生には育てる喜びと楽しさを感じてもらえればと思って

います。 

 

 

平成２４年度の実績報告を取りまとめた際に、計画書どおりに活動が進んで

いる組織もあれば、計画を変更して取り組んでおられる組織もありました。 

４、５年目になると実施済み、残工事の数量が分かりにくくなりますので、

毎年の実績数量を一覧表等で整理しておいてはどうでしょうか。 

    例 最新の活動計画書に実施数量を記入 

 
次年度以降の計画を立てる際に参考になります。 

なお、計画数量が不足する場合や実施年度、実施活動項目に変更が生じた時には、適切に活動計

画書の変更をしてください。 
  

活活動動事事例例紹紹介介  



 

 

～農地・水保全管理支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ     Tel 0852-22-6262 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

 お 見 舞 い 
この度の大雨により、被災された活動組織の皆様にお見舞い申し上げます。 

一日も早い復旧をお祈りいたしております。 

同封の案内をご覧ください 

「H25 年度農村振興リーダー研修」が岡山市で開催されます。(9/18（水）～9/20（金）) 

今回の研修では、「次のリーダーを育てる」をキーワードに、ワークショップを活用した

人材の育成方法の検討などが企画されています。 

参加希望の方は、８月２０日（火）までに協議会へ申し込んでください。 

※研修にかかる参加費、宿泊・交通費は共同活動支援交付金から支出できます。 

★今月の予定★ 

２日（金） 
向上活動 農政局現地・会計確認 
（安来市） 

７日（水） 
向上活動 農政局現地・会計確認 
（安来市） 

５日（月） 
向上活動 農政局現地・会計確認 
（出雲市） 

８日（木） 
向上活動 農政局現地・会計確認 
（隠岐の島町） 

６日（火） 
向上活動 農政局現地・会計確認 
（出雲市・松江市） 

９日（金） 
向上活動 農政局現地・会計確認 
（海士町・知夫村） 

 

 

 

 

 

７月７日の日曜日、梅雨空模様にも負

けず、親子総勢２２名の参加で、今年で３

回目となる〝田んぼの生き物調べ〟を開

きました。 

生物の生態系に詳しい講師の小林敏彦さんの指導で、片手にタモを持ち、

田んぼのアゼ周りや水路の生き物を探って行くと、アメリカザリガニを始め、

色々な生き物がタモに入って来ます。ウキゴリ、スジエビ、カワニナ、タイコウ

チは今年初めて確認できた生き物たちです。田んぼから上がって、先生から

田んぼの生き物が増えて来ている様子や獲った生き物の紹介を聞きながら、

お昼はそうめんやおにぎりを頂き、無事に会を終えました。(合計で３０種の

生き物を確認) 
 

 

 
郵便番号、住所、氏名、電話番号、組織の方ならば活動組織名を明記。 
郵便、ファックス、メール、電話での投稿。次号への掲載は、前月２０日ころまでに必着。 
宛先は、〒690-0876松江市黒田町 432-1 水土里ネット島根「おたよりコーナー」係。 
FAX番号（0852）24-0848、電子メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 

【投稿規定】 

ここでの生き物調査は「冬期湛水、不耕起の無肥料、完全無農薬」の水田で行われ

ました。柳井地域の豊かな自然が、実りの秋を楽しみにさせてくれます。 

第３回〝田んぼの生き物調べ〟 

古市環境の会（川本町） 

柳井地域農村環境向上協議会（松江市玉湯町） 


